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株 主 各 位
東京都文京区後楽1丁目3番61号
株式会社 東 京 ド ー ム
代表取締役
社 長 長 岡 勤

　
第108回定時株主総会招集ご通知

　
　拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第108回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申し上げ
ます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、「議決権行使のご案内」のとおり、書面またはインターネット等によって
議決権を行使することができますので、お手数ながら後記「株主総会参考書類」をご検討くださいまして、平成
30年4月25日（水曜日）の午後6時までに議決権を行使いただきますようお願い申し上げます。

敬 具
記

　

1. 日 時 平成30年4月26日（木曜日）午前10時（受付開始予定 午前9時）
2. 場 所 東京都文京区後楽1丁目3番61号

東京ドームホテル 地下1階 大宴会場「天空」
（会場ご案内図を裏表紙に記載しておりますので、ご参照ください。）

3. 目 的 事 項
報 告 事 項　1. 第108期 (平成平成2930年年 21 月月 131日から日まで) 事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに

会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
　2. 第108期 (平成平成2930年年 21 月月 131日から日まで) 計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第1号議案 剰余金の処分の件
第2号議案 取締役10名選任の件

4. その他株主総会招集に関する事項
代理人による議決権の行使につきましては、議決権を有する他の株主様1名を代理人として、その議決権

を行使することとさせていただきます。
以 上

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
1．当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。また、資源
節約のため、この「招集ご通知」をご持参くださいますようお願い申し上げます。

2．法令及び当社定款第17条の規定に基づき、提供すべき書面のうち、次に掲げる事項をインターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.tokyo-dome.jp/ir/s_meeting.html）に掲載しておりますので、本株主総会招集ご通知の添付書類には記載しておりません。
　①連結計算書類の連結注記表 ②計算書類の個別注記表
したがって、本株主総会招集ご通知の添付書類は、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査をした連結計算書類または
計算書類の一部であります。

3．株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.tokyo-dome.jp/ir/s_meeting.html）に掲載させていただきます。
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（ご参考）

株主総会参考書類（4頁～15頁）をご検討のうえ、議決権のご行使をお願い申し上げます。
議決権のご行使には以下の3つの方法がございます。

議決権行使のご案内

A 株主総会への出席による 
議決権行使

株主総会開催日時

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。
また、第108回定時株主総会招集ご
通知（本書）をご持参ください。

平成30年4月26日（木曜日）
午前10時

C インターネット等による 
議決権行使

行使期限

当社の指定する議決権行使ウェブサ
イト（https://www.web54.net）に
アクセスしていただき、行使期限ま
でにご入力ください。

平成30年4月25日（水曜日）
午後6時まで

B 書面による議決権行使

行使期限

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、行使期限
までに到着するようご返送ください。

平成30年4月25日（水曜日）
午後6時到着分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内 こちらに、各議案の賛否をご記入ください。

インターネットによる議決権行使に必要となる、
議決権行使コードとパスワードが記載されています。

第1号議案
● 賛成の場合 「賛」の欄に○印
● 否認する場合 「否」の欄に○印

第2号議案
● 全員賛成の場合 「賛」の欄に○印
● 全員否認する場合 「否」の欄に○印
●  一部の候補者を 
否認する場合

「賛」の欄に○印をし、
否認する候補者の
番号をご記入ください。
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インターネット等※による議決権行使のご案内

複数回、議決権を行使された場合の取り扱い

書面または電磁的方法（インターネット等）により重複して議決権行使をされた場合は以下の取扱いとさせていただきます。
①  書面により、複数回、議決権行使をされた場合は、再発行された議決権行使書によるご行使を有効とする取扱いとさせていただきます。
②  電磁的方法（インターネット等）により、複数回、議決権行使をされた場合は、最後のご行使を有効とする取扱いとさせていただき
ます。

③  書面と電磁的方法（インターネット等）の双方で議決権行使をされた場合は、当社へ後に到着したご行使を有効とする取扱いとさせ
ていただきます。なお、同日に到着した場合は、電磁的方法（インターネット等）によるご行使を有効とする取扱いとさせていただ
きます。

インターネットによる議決権行使に際しては、下記事項をご了承のうえ、ご行使ください。

議決権行使ウェブサイトについて

その他

議決権行使方法について

●  インターネットによる議決権行使は、パソ
コンやスマートフォンから、当社の指定す
る議決権行使ウェブサイト（https://www.
web54.net）をご利用いただくことによっ
てのみ可能です。

●  パソコンやスマートフォンによるインターネットのご利用
環境やご加入のサービス、ご使用の機種によっては、議決
権行使ウェブサイトがご利用できない場合があります。詳
細につきましては、下記専用ダイヤルにお問い合わせくだ
さい。

●  スマートフォンで議決権行使ウェブサイトをご利用された
場合、パソコン用ウェブサイトに接続されます。

●  インターネットにより議決権行使ウェブサイトをご利用い
ただくための接続事業者への接続料金及び通信事業者への
通信料金（電話料金等）などは株主様のご負担となります。

●  議決権行使ウェブサイトにおいて、議決権行使書用紙に記
載された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利
用いただき、画面の案内にしたがって賛否をご入力くださ
い。

●  株主様以外の方による不正アクセス（“なりすまし”）や議
決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利用の株主様に
は、議決権行使ウェブサイト上で「パスワード」を変更し
ていただきます。

●  パスワードはご行使される方が株主様ご本人であることの
確認に必要なため、大切にお取り扱いください。

●  今回ご案内するパスワード及び株主様ご本人が登録されたパ
スワードは、本株主総会に関してのみ有効です（次回の株
主総会の際には、新たにパスワードを発行いたします）。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート　専用ダイヤル

電話番号：0120-652-031（フリーダイヤル）
（受付時間 午前9時～午後9時）

※  機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。
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株主総会参考書類

議案及び参考事項
第1号議案　剰余金の処分の件

当社は、中期経営計画「新機軸」において、「株主還元方針」として、経営環境の変化に
関係なく株主様への還元を安定化させるために、「安定配当」と「収益連動配当」の二段階
株主還元方式を導入することを定めております。
具体的には、1株当たり12円の配当に加え、連結当期純利益60億円を超える部分のEPS

（1株当たり利益）×30％分の配当を業績に応じて実施することとしております。
なお、算出した配当額について1円未満の端数が生じた場合は、当該金額は切り上げるこ
とといたします。
上記の方針に基づき、当期の期末配当につきましては、1株につき19円といたしたいと存
じます。

期末配当に関する事項
（1）配当財産の種類

金銭といたします。
（2）配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式1株につき金19円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は1,811,278,702円となります。

（3）剰余金の配当が効力を生ずる日
平成30年4月27日（金曜日）といたしたいと存じます。
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第2号議案　取締役10名選任の件
取締役全員（10名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、
取締役10名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏 名 候補者

番 号 氏 名

１ 久　
く

代　信　次
しろ しん じ

再任 ６ 西 　 勝
にし かつ

　 昭
あきら

再任

２ 長 　 岡
なが おか

　 勤
つとむ

再任 ７ 小田
お だ

切　吉　隆
ぎり よし たか

再任

３ 野　
の

村　龍　介
むら りゅう すけ

再任 ８ 秋　
あき

山　智　史
やま とも ふみ

再任 社 外 独 立

４ 山　
やま

住　昭　宏
ずみ あき ひろ

再任 ９ 森
もり
　 信 　 博

のぶ ひろ
再任 社 外 独 立

５ 谷　
たに

口　好　幸
ぐち よし ゆき

再任 10 井　
いの

上　義　久
うえ よし ひさ

再任 社 外 独 立
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

1

久　代　信　次
く しろ しん じ

（昭和16年3月1日生）

【再任候補者】

昭和40年４月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

昭和61年２月 当社経理部長
平成３年４月 当社取締役財務本部経理部長兼財務部長
平成６年４月 当社取締役管理本部財務部長
平成７年４月 当社常務取締役管理本部財務部長
平成９年４月 当社常務取締役財務担当
平成11年４月 当社常務取締役財務部担当
平成14年４月 当社代表取締役常務執行役員管理本部長

兼秘書室担当
平成16年４月 当社代表取締役専務執行役員管理本部長

兼秘書室担当
平成20年４月 当社代表取締役副社長執行役員営業本部

長兼飲食&物販・ショップイン担当
平成21年４月 当社代表取締役社長兼社長執行役員
平成22年４月 当社代表取締役社長執行役員
平成24年４月 当社代表取締役社長執行役員兼安全推進

室担当
平成25年６月 富士急行株式会社社外取締役（現任）
平成26年４月 当社代表取締役社長執行役員
平成28年３月 東京都競馬株式会社社外取締役（現任）
平成28年４月 当社代表取締役会長執行役員
平成29年４月 当社取締役会長執行役員
平成30年 4 月 当社取締役会長（現任）

89,180株

【取締役候補者とした理由】
　久代信次氏は、財務・会計等に携わり、適法かつ適時性を確保した決算情報の提供、財務戦略を着
実に遂行し、また、社長在任時には、前中期経営計画「起動」における収益性の向上と有利子負債の
削減についての目標を達成したほか、安全文化の構築をリードするなど、豊富な経験と実績を有して
います。
会長としては、その経験に基づく適切な助言や監督を行うなど、持続的な企業価値の向上に貢献して
おります。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）久代信次氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

2

長　岡
なが おか

　 勤
つとむ

（昭和30年11月23日生）

【再任候補者】

昭和53年４ 月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

平成14年８ 月 当社ラクーア部長
平成17年４ 月 当社東京ドーム部長
平成18年11月 当社開発室長
平成19年４ 月 当社執行役員開発室長
平成20年４ 月 当社執行役員経営本部開発室担当兼開発

室長
平成21年４ 月 当社常務執行役員経営本部開発室担当兼

開発室長
平成24年４ 月 当社常務取締役執行役員経営本部長兼開

発室・広報IR室担当
平成26年４ 月 当社専務取締役執行役員経営本部長兼開

発室・熱海後楽園ホテルリニューアルプ
ロジェクトチーム担当

平成27年4 月 当社専務取締役執行役員経営本部長兼開
発室・広報IR室・熱海後楽園ホテルリニ
ューアルプロジェクトチーム担当

平成28年4 月 当社代表取締役社長執行役員（現任）

30,800株

【取締役候補者とした理由】
　長岡 勤氏は、事業の開発等に携わり、開業以来好調な動員を獲得している「ラクーア」や文化教
養要素を取り入れた「TeNQ」の開発に取り組み、東京ドームシティに新たな付加価値を創出するな
ど、豊富な経験と実績を有しています。
社長としては、経営の指揮を執るとともに、役員の選任や報酬の決定の諮問機関としての「ガバナン
ス委員会」の答申を踏まえ、経営の監督を適切に行い、また、中期経営計画「新機軸」にて掲げたア
クションプランの実行を果断に判断するなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）長岡 勤氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

3

野　村
の むら

　龍
りゅう
　介
すけ

（昭和30年11月14日生）

【再任候補者】

昭和53年４ 月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

平成11年４ 月 当社業務部長
平成14年８ 月 当社東京ドームシティ営業環境向上推進

室長
平成17年４ 月 当社業務部長
平成19年４ 月 当社執行役員営業本部業務部長
平成20年４ 月 当社執行役員営業本部業務・営業環境管

理担当兼業務部長
平成21年４ 月 当社常務執行役員営業本部業務・営業環

境管理担当兼業務部長
平成23年４ 月 当社常務取締役執行役員管理本部長兼人

事部担当兼秘書室担当
平成24年４ 月 当社常務取締役執行役員管理本部長兼総

務部・人事部・施設部・秘書室担当
平成26年４ 月 当社専務取締役執行役員管理本部長兼総

務部・人事部・施設部担当
平成27年4 月 当社専務取締役執行役員管理本部長兼総

務部・施設部・秘書室担当
平成28年4 月 当社専務取締役執行役員管理本部長兼総

務部・人事部・財務部・施設部担当
平成29年4 月 当社代表取締役専務執行役員経営本部長

兼秘書室・人事部・教育センター室・熱
海後楽園ホテルリニューアルプロジェク
トチーム担当

平成30年4 月 当社代表取締役副社長執行役員経営本部
長兼秘書室・人事部・教育センター部・
熱海後楽園ホテルリニューアルプロジェ
クトチーム担当（現任）

32,500株

【取締役候補者とした理由】
　野村龍介氏は、営業全般の統括等に携わり、営業の現場に幅広く精通し、東京ドームシティの保
安・安全面を含めた環境整備を推進するなど、豊富な経験と実績を有しています。
経営本部長としては、グループ総和での利益を追求するグループ経営政策の策定、経営管理制度の構
築と危機管理にあたるなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）野村龍介氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

4

山　住　昭　宏
やま ずみ あき ひろ

（昭和29年１月１日生）

【再任候補者】

昭和52年４ 月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

平成11年11月 当社秘書室長
平成15年10月 当社宣伝広告部長
平成16年７ 月 当社ショップイン部長
平成18年４ 月 当社執行役員営業本部流通事業ショップ

イン部長
平成20年４ 月 株式会社東京ドームホテル取締役副社長
平成21年４ 月 同社代表取締役社長
平成26年４ 月 当社専務取締役執行役員営業本部長兼東

京ドーム部・プロパティ管理部担当
平成27年4 月 当社専務取締役執行役員営業本部長
平成29年4 月 当社代表取締役専務執行役員営業本部長
平成30年4 月 当社代表取締役専務執行役員営業本部長

兼プロパティ管理部担当（現任）

16,400株

【取締役候補者とした理由】
　山住昭宏氏は、ホテル事業・流通事業等に携わり、東京ドームホテルの社長として、マーケティン
グ強化や構造改革を推進するなど、豊富な経験と実績を有しています。
営業本部長としては、営業全般に関する基本方針の策定とその監督にあたり、マーケティング・経営
両本部との連携により顧客便益の最大化を図るなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）山住昭宏氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

5

谷　口　好　幸
たに ぐち よし ゆき

（昭和34年３月18日生）

【再任候補者】

平成９ 年４ 月 株式会社東京ドーム入社
平成14年９ 月 当社審査法務部長
平成20年４ 月 当社執行役員審査法務担当兼審査法務部

長
平成23年４ 月 当社常務執行役員審査法務担当兼審査法

務部長
平成26年４ 月 当社常務取締役執行役員審査法務部・安

全推進室担当
平成29年4 月 当社専務取締役執行役員経営本部副本部

長兼安全推進室・審査法務部・広報IR室
担当（現任）

13,500株

【取締役候補者とした理由】
　谷口好幸氏は、企業法務等に携わり、弁護士としての専門的知識を活かし、効果的な内部統制シ
ステムの整備を推進するなど、豊富な経験と実績を有しています。
経営本部副本部長としては、安全・リスク管理体制の更なる推進や各業務の審査及び企業活動の法
律的対応とその統括を行い、顧問弁護士との有効な連携とともに、更なる内部統制機能の強化を図
るなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）谷口好幸氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

6

西　勝
にし かつ

　 昭
あきら

（昭和33年8月9日生）

【再任候補者】

昭和57年4 月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

平成19年4 月 当社ラクーア部長
平成21年4 月 当社東京ドーム部長
平成22年4 月 当社執行役員営業本部東京ドーム部長
平成25年4 月 当社常務執行役員営業本部東京ドーム

部長
平成27年4 月 当社常務執行役員営業本部東京ドーム

部担当兼東京ドーム部長
平成28年4 月 当社常務取締役執行役員開発室担当

営業本部宣伝広告部・営業推進部・東
京ドーム部担当

平成29年4 月 当社常務取締役執行役員マーケティン
グ本部長兼宣伝広告部・営業推進部担
当兼営業本部東京ドーム部担当（現任）

11,700株

【取締役候補者とした理由】
　西勝 昭氏は、東京ドームホテルの開業や東京ドームシティの主要施設の運営の指揮・監督等に
携わり、この度の東京ドームにおける観戦環境の整備や環境負荷軽減を踏まえたリニューアル計画
の立案と実行など、豊富な経験と実績を有しています。
マーケティング本部長としては、シティ全体の価値向上を図り、グループ横断的な連携のもとマー
ケティング施策の発案と実施に取り組むなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）西勝 昭氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

7

小　田　切　吉　隆
お だ ぎり よし たか

　
（昭和33年2月8日生）

【再任候補者】

昭和56年4 月 株式会社後楽園スタヂアム
（現株式会社東京ドーム）入社

平成21年4 月 当社秘書室長
平成23年4 月 当社執行役員管理本部財務部担当兼財務

部長
平成26年4 月 当社執行役員管理本部財務部・秘書室担

当兼財務部長
平成27年4 月 当社常務執行役員経営本部グループ戦略

室担当兼グループ戦略室長
管理本部財務部担当

平成28年4 月 当社常務取締役執行役員経営本部長兼秘
書室・グループ戦略室・広報IR室・熱海
後楽園ホテルリニューアルプロジェクト
チーム担当

平成29年4 月 当社常務取締役執行役員管理本部長兼総
務部・財務部・施設部担当（現任）

10,700株

【取締役候補者とした理由】
　小田切吉隆氏は、財務・会計等に携わり、グループ全体に亘る会計制度の整備や効率的な資金調達
と配分を行い、中期経営計画「新機軸」の策定において中心的な役割を果たすなど、豊富な経験と実
績を有しています。
管理本部長としては、管理部門の基本方針の策定とその監督にあたり、営業部門のバックアップとそ
の生産の効率化に寄与すべく業務を遂行するなど、持続的な企業価値の向上に貢献しております。
これらのことから、引き続き取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）小田切吉隆氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

8

秋　山　智　史
あき やま とも ふみ

（昭和10年８月13日生）

【再任候補者】

【社外取締役候補者】

【独立役員候補者】

昭和34年４ 月 富国生命保険相互会社入社
昭和59年７ 月 同社取締役
平成元 年３ 月 同社常務取締役
平成10年７ 月 同社代表取締役社長
平成11年６ 月 富士急行株式会社社外取締役（現任）
平成13年６ 月 株式会社帝国ホテル社外取締役（現任）
平成15年４ 月 当社取締役（現任）
平成18年６ 月 日清紡ホールディングス株式会社社外取

締役（現任）
平成20年３ 月 昭和電工株式会社社外取締役（現任）
平成22年７ 月 富国生命保険相互会社取締役会長（現

任）

0株

【社外取締役候補者とした理由】
　秋山智史氏は、富国生命保険相互会社において取締役会長を現任されているほか、複数の企業で
社外取締役を務めるなど、企業経営の豊富な知識・経験を活かし、取締役会で適宜発言いただき、
また、「ガバナンス委員会」での審議を通じて、社外取締役として業務執行に対する監督など適切な
役割を果たしていただいております。
これらのことから、引き続き社外取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）1．秋山智史氏は、富国生命保険相互会社の取締役を兼務しており、当社は同社との間に資金の
借入などの取引関係がありますが、平成30年1月末現在の同社からの借入金残高は、当社グ
ループの有利子負債総額の2％未満であります。

2．秋山智史氏の社外取締役としての在任期間は、本総会の終結時をもって15年となります。

3．秋山智史氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏が取締役に再
任され就任した場合は、同氏は引き続き独立役員となる予定であります。

4．当社は秋山智史氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の
損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は法
令が定める額を限度といたします。本議案が原案どおり承認された場合には、当該責任限定
契約を継続いたします。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

9

森
もり
　 信　博

のぶ ひろ

（昭和20年２月８日生）

【再任候補者】

【社外取締役候補者】

【独立役員候補者】

昭和42年４ 月 株式会社日本勧業銀行入行
平成７ 年６ 月 株式会社第一勧業銀行取締役
平成９ 年５ 月 同行常務取締役
平成10年５ 月 同行専務取締役
平成11年４ 月 同行取締役副頭取
平成14年４ 月 株式会社みずほコーポレート銀行取締役

副頭取
平成17年４ 月 当社取締役（現任）
平成17年８ 月 東京リース株式会社執行役員会長
平成20年６ 月 日本ハーデス株式会社代表取締役社長
平成23年６ 月 同社代表取締役会長
平成23年６ 月 日本ゼオン株式会社社外監査役
平成24年６ 月 日本ハーデス株式会社取締役相談役
平成24年12月 同社相談役

0株

【社外取締役候補者とした理由】
　森 信博氏は、金融機関の経営者としての、金融・経営分野での豊富な知識・経験を活かし、取
締役会で適宜発言いただき、また、「ガバナンス委員会」での審議を通じて、社外取締役として業務
執行に対する監督など適切な役割を果たしていただいております。
これらのことから、引き続き社外取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）1．森 信博氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。なお、同氏は平成16年3月ま
で、当社の借入先である株式会社みずほコーポレート銀行（現株式会社みずほ銀行）の業務
執行者でありました。

2．森 信博氏の社外取締役としての在任期間は、本総会の終結時をもって13年となります。

3．森 信博氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏が取締役に再
任され就任した場合は、同氏は引き続き独立役員となる予定であります。

4．当社は森 信博氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の
損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は法
令が定める額を限度といたします。本議案が原案どおり承認された場合には、当該責任限定
契約を継続いたします。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略歴、地位及び担当ならびに重要な兼職の状況 所 有 す る

当社の株式数

10
井　上　義　久
いの うえ よし ひさ

（昭和26年５月11日生）

【再任候補者】

【社外取締役候補者】

【独立役員候補者】

昭和50年４ 月 朝日生命保険相互会社入社
平成15年４ 月 同社執行役員
平成18年４ 月 同社常務執行役員
平成18年７ 月 同社取締役常務執行役員
平成19年４ 月 当社取締役（現任）
平成22年４ 月 朝日生命保険相互会社代表取締役専務執

行役員
平成22年６ 月 資産管理サービス信託銀行株式会社社外

取締役
平成23年７ 月 朝日生命保険相互会社監査役

0株

【社外取締役候補者とした理由】
　井上義久氏は、金融機関の経営者としての、金融・経営分野での豊富な知識・経験を活かし、取
締役会で適宜発言いただき、また、「ガバナンス委員会」での審議を通じて、社外取締役として業務
執行に対する監督など適切な役割を果たしていただいております。
これらのことから、引き続き社外取締役としての選任をお願いするものであります。

（注）1．井上義久氏と当社の間には、特別の利害関係はありません。なお、同氏は平成23年6月ま
で、当社の借入先である朝日生命保険相互会社の業務執行者でありました。

2．井上義久氏の社外取締役としての在任期間は、本総会の終結時をもって11年となります。

3．井上義久氏は、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であり、同氏が取締役に再
任され就任した場合は、同氏は引き続き独立役員となる予定であります。

4．当社は井上義久氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の
損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は法
令が定める額を限度といたします。本議案が原案どおり承認された場合には、当該責任限定
契約を継続いたします。

　
以 上
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添付書類
事 業 報 告

　

（平成
平成

29
30
年
年
２
１
月
月
１
31
日から
日まで）

　

1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、堅調に推移する企業収益とそれを後ろ盾とする良
好な所得・雇用環境が個人消費の押し上げに波及していく状況にありました。
当社グループにおいては、夏場から秋口にかけての天候不順の影響はありましたが、訪日
外国人の観光需要の拡大基調が続くなど、総じて良好な営業環境に支えられました。
先行きについては、近隣諸国をはじめとする海外情勢について依然として不透明感は残る
ものの、個人消費の回復を伴った本格的な景気の拡大が期待されます。
このような状況のもと、当社グループは、平成28年2月から平成33年1月までを対象期間
とする中期経営計画「新機軸」に掲げた経営目標の達成に向けて、総力を挙げて以下のアク
ションプランに取り組みました。
「東京ドームシティ（以下、TDC）に、将来にわたり持続的に価値をもたらすための環境

整備」につきましては、東京ドームにおいて、迫力あるプレーを間近に観戦いただくエキサ
イトシートの増設、1・2階の内野席の改修をはじめ、アリーナ照明の完全LED化や正面ゲー
トの大型デジタルサイネージの設置などの環境整備を計画通り完了し、付加価値の高い商
品・サービスの提供に加えて省エネや環境負荷低減への対応も行いました。
スパ ラクーアにおいては、開業以来初めての大規模リニューアルとして、浴室エリアに
炭酸泉の檜風呂やフィンランドサウナ、飲食エリアに軽飲食のニーズに対応したカフェ&デ
リコーナーとドリンクカウンターを新設いたしました。また、館内休憩スペースの拡充とリ
ラクセーション機能を高めた「ラクーアリビング」の設置などを行い、お客様に好評をいた
だいております。
ミーツポートにおいては、高水準の稼働を維持するイベントホールとしての側面だけでな

く、飲食ビルとしての認知度向上を目的として商業棟の顔となるファサードやサインの改修
によるアイキャッチの強化とともに、テナントの入替に合わせた集客キャンペーンを行いま
した。
昨年春には、ボウリングの愉しみ方の新提案としてバーカウンターを併設した東京ドーム
シティ ボウリングセンター「CuBAR LOUNGE（クーバーラウンジ）」と、エンタテイン
メントとライブ感を体験できる遊べるギャラリー「Gallery AaMo（ギャラリー アーモ）」
の二つの新施設をオープンいたしました。いずれもTDCに新たに創出された “大人の遊び
場” として、順調な滑り出しを見せております。
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「熱海後楽園ホテルのリニューアル」につきましては、昨年夏に新たな宿泊施設と日帰り
需要をターゲットにした施設の建設に着手し、平成31年春のリニューアルオープンに向け
て順調に工程を進めております。
「TDC内外における新規事業の追求及び新規顧客の獲得」につきましては、協力先と共同
で開発した美術館などで役立つ音声ガイドをスマートフォンで利用できるサービス、多言語
オーディオガイドアプリ「Audio guide Q」をTeNQやふるさと祭りで活用し、来場者の
利便性を高めております。今後も全国の学術施設や観光・文化施設などへの拡販に注力して
まいります。
「TDC外の既存事業の事業性の維持と向上」につきましては、関東・関西のステーション
ビルを中心に展開するセレクトショップshop inと並ぶ新業態として、30代以上の女性をイ
メージターゲットに上質なアイテムを提供する「Crème et Rouge（クレームエルージ
ュ）」を立ち上げ、昨年4月に大阪梅田に第1号店を出店いたしました。
公共施設などの運営・管理を受託する指定管理事業については、「武蔵野の森 総合スポー
ツプラザ」など新規案件を獲得し、事業規模を拡大しております。
「グローバル化・ユニバーサル化を視野に入れた環境整備」につきましては、インバウン
ドのお客様の受入態勢整備の一環として、TDC構内におけるフリーWi-Fiの整備と案内看板
の多言語化を行いました。
TDC公式ホームページにつきましても、近年閲覧率の高いスマートフォンへの対応、ビジ
ュアルの多用化により施設の魅力訴求を高めたインバウンド向け多言語ページの充実などの
リニューアルを行い、本年1月に新サイトを公開しております。
「いつも安全・安心な環境を保ち続けること」につきましては、社会的事件・事故からグ
ループ内のヒヤリハット事例や気がかり情報に至るまでを一元的に管理する「インシデント
情報管理システム」の運用を開始し、全役職員に亘る情報共有を可能としました。
当社グループは、安全・安心な環境を保ち続けるために日頃から教育活動や安全啓発に向
き合っておりますが、非常に多くのお客様を預かる立場として、防災訓練、消防訓練の他、
災害時帰宅困難者への対応やJアラート発令時の対応など、様々なリスクを想定した訓練を
行っております。
「人的資源の獲得・育成」につきましては、新たに設置した専門部署の主導のもと、グル
ープ内従業員を対象とした講習会や研修を行い、フィードバックを繰り返すことで人材のレ
ベルアップに取り組んでおります。作成された教育プログラムについては他社からの講演や
研修の依頼も受けており、今後も更なる深化を目指します。
多様な人材の活用とチャレンジングな組織風土の醸成を趣旨とする人事制度の見直しを図
り、実務の中核を担う資格層の年俸制への移行、お客様へのホスピタリティを支える人材の
専門職社員への登用などを行いました。
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「グループ経営体制の再構築」につきましては、マーケティング本部を新設し、TDCとし
て共通の方向性のもと、グループ全体での戦略的なマーケティング施策を策定、推進してま
いります。
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連結業績といたしましては、東京ドームにおけるワールド・ベースボール・クラシックの
開催やコンサートイベントの増加はあったものの、近隣エリアの客室供給増に伴う東京ドー
ムホテルにおける稼働率の低下に加え、熱海後楽園ホテルのリニューアル計画に基づく営業
規模の縮小及び東京ドームホテル 札幌の営業終了といった特別な要因により、売上高は
836億8千6百万円（前期比4.6％減）、営業利益は113億8千9百万円（前期比9.5％減）、経
常利益は100億5千7百万円（前期比6.6％減）となりましたが、投資有価証券売却益の計上
により親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、81億1千6百万円（前期比22.3％
増）となりました。

　
次に事業の種類別セグメント（セグメント間の内部売上高または振替高を含む）の概況を
ご報告申し上げます。

　
【東京ドームシティ事業】

（東京ドーム）
東京ドームは、巨人戦の安定的な動員とイベントの増加により稼働は好調でありました
が、物販において最高売上となった前期の水準に達せず、減収となりました。

　
（東京ドームシティ アトラクションズ）

東京ドームシティ アトラクションズは、シアターＧロッソにおける自主興行公演の開催
時期の変更に伴う公演数の減少により、減収となりました。

　
（東京ドームホテル）
東京ドームホテルは、客室稼働率が低下したことにより、減収となりました。

　
（ラクーア）

スパ ラクーアは、リニューアルに伴う休館により、減収となりました。なお、リニュー
アルオープン後は前期を上回る水準で推移しております。

　
（黄色いビル）
黄色いビルは、一部フロアの返還により、減収となりました。

　
以上の結果、東京ドームシティ事業全体での売上高は658億7千4百万円（前期比1.6％
減）、営業利益は157億4千8百万円（前期比2.8％減）となりました。
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【流通事業】
新業態としての「Crème et Rouge」の新規開店を含めた店舗数の増加と、既存店の好
調により、全ての月間売上において前期を上回り、黒字計上となりました。

以上の結果、売上高は77億9千6百万円（前期比9.3％増）、営業利益は3千2百万円（前期
比9千8百万円の改善）となりました。

【不動産事業】
テナントの稼働は堅調に推移しましたが、前期の水準には届きませんでした。

以上の結果、売上高は15億7千5百万円（前期比0.1％減）、営業利益は5億5千5百万円
（前期比4.1％減）となりました。

　
【熱海事業】

熱海後楽園ホテルは、リニューアル計画に基づき平成28年9月以降はタワー館単館での営
業となったことにより、減収となりました。

以上の結果、売上高は22億4千6百万円（前期比34.0％減）、営業損失は5億4千4百万円
（前期比4億2千4百万円の損失増）となりました。

【札幌事業】
東京ドームホテル 札幌は、平成29年4月末をもって営業を終了いたしました。

以上の結果、売上高は5億8千2百万円（前期比79.2％減）、営業損失は5千8百万円（前期
比7千6百万円の減益）となりました。
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【競輪事業】
松戸競輪は、バンク改修に伴う休催に加え、前期に開催されたオールスター競輪がなかっ
た影響もあり、減収となりました。

以上の結果、売上高は16億8千6百万円（前期比20.1％減）、営業損失は1億6千6百万円
（前期比2億3千3百万円の減益）となりました。

【その他】
公共施設の運営を請け負う指定管理事業について、受託施設の増加により、増収となりま

した。

以上の結果、売上高は52億1千万円（前期比2.4％増）、営業利益は1億9千万円（前期比
56.1％増）となりました。
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（2）対処すべき課題
当社グループは、中期経営計画「新機軸」において掲げております

①「平成33年1月期の連結営業利益130億円」
②「平成33年1月期の連結有利子負債残高1,390億円」
③「平成33年1月期の連結ROA（総資産経常利益率）4%、
連結ROE（自己資本利益率）6％」

④「一株当たり12円の配当に加え、連結当期純利益60億円を超える部分の
EPS（一株当たり利益）×30％分の配当を業績に応じて実施」
という4つの目標の達成に向けて、以下の取り組みを予定しております。
東京ドームにおいては、創立80周年記念事業として平成28年より三ヶ年に亘る大規模リ
ニューアルを計画し、これまでに高付加価値シートの導入やエキサイトシートの増設、全内
野席の改修、照明のLED化、音響設備の更新などの観戦環境の改善に加えて、公衆トイレの
改修や多目的トイレの設置などの周辺環境の整備も実施しました。
最終年度となる今期においては、外野バックスクリーン内に「パーティスイート」に続

き、専用ラウンジでの飲食サービスがセットになった「バックスクリーンクラブ」を新設、
1階コンコース内バックスペースを飲食売店や巨人軍のファンサービスエリアへ転換するな
ど資産の有効活用を図るとともに、外周部のタイル張り替えによる防滑機能の更新、LED外
灯の増設などにより安全性の向上も図ります。今後とも日本一の多目的大規模集客施設のブ
ランドを維持すべく、更なる環境・サービスの向上に努めてまいります。
一部フロアが返還された黄色いビルの活用につきましては、公営競馬の場外馬券発売所で
ある「offt後楽園」を階上に移転し、一般エリアに加え指定席で競馬を楽しめる「ラウン
ジ・セブン」でのサービス開始を予定しており、来館者の満足度の向上とビル自体の価値増
大を期待しております。
TDC全域における環境整備としましては、TDC公式サイトのリニューアルに合わせて、
主にインバウンドのお客様を対象としたオリジナルフリーWi-Fiを整備するとともに、QRコ
ードを表記した案内看板を設置し、読み取った方を公式サイトへ誘引するなど、来場者の利
便性の向上を図ります。また、災害時にはインバウンドを含む全てのお客様に災害用ネット
ワークをご利用いただくことで、的確な情報提供やパニック緩和にも対応してまいります。
増加する訪日外国人の対応としましては、お客様へのPR、施設利用の動機付けを図るた
め、アトラクションズ、ボウリングの他、東京ドームホテルやテナントを含む飲食店舗での
割引・特典サービスが受けられるクーポンサイトを公式ホームページ内に導入し、TDC全体
でのプロモーションを進めてまいります。
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東京ドームホテルにおいては、1,000室を超える収容力を活かし、東京ドームでのイベン
トと連携したスポーツ・音楽関係団体の誘致や修学旅行及びインバウンド団体などへの働き
かけを強化することにより基礎稼働の底上げを図ります。
熱海後楽園ホテルのリニューアルにつきましては、相模灘を一望する熱海最大級の日帰り
温泉施設をはじめ、伊豆をテーマにしたダイニング&マーケット、屋外には季節毎のイベン
トが開催できるテラスや憩いの広場を設け、「エクセレンシィ フロア」を備えたタワー館と
ともに、ワンランク上の宿泊利用や日帰り需要など様々なニーズと期待にお応えする複合型
リゾート施設を目指し建設しております。これから宣伝・販促活動を本格的に展開し、本年
の夏には団体予約を、秋には個人予約の受付をスタートさせる予定としております。50年
に亘って受け継がれてきた “おもてなしの精神” を大切にしながら、ホテルとスパ ラクー
アの運営ノウハウを活かし、多くの皆様に愛される施設づくりを進めてまいります。
指定管理事業についても、西東京市のスポーツ・運動施設10施設の新規受託が決定する
など引き続き事業の伸長を図ってまいります。
グループの経営体制の再構築を見据えた人的資源の活用につきましては、各社の連携と協
力のもと、グループの円滑な事業運営を永続的に行うための人材の採用・育成・活用を司る
グループ人事の確立に向けて取り組みを開始いたします。

国内経済は、国民行事たる「東京オリンピック・パラリンピック」を控え、良好な水準で
推移することが予想されます。当社グループにおきましては、これまでに培った取引先や地
域社会との協力関係を基礎として「新機軸」で掲げた課題を解決し、目標を達成するため
に、必要な施策をひとつひとつ実行し、グループの企業価値向上を目指してまいります。
　当社グループは、「お客様と『感動』を共有し、豊かな社会の実現に貢献する」という経
営理念を実践すべく、今後もグループの総力を結集して事業に邁進する所存であります。
株主の皆様におかれましては、何卒ご理解を賜りまして、より一層のご指導とお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。
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（3）設備投資の状況
当連結会計年度の設備投資は、総額95億8千7百万円であります。また、当連結会計年度
中に完成した主要な設備はありません。

（4）資金調達の状況
① 平成29年2月28日、第73回無担保社債20億円（株式会社三井住友銀行保証付及び適格
機関投資家限定、平成30年8月31日より半年毎均等償還、償還期限平成39年2月26日、
年利率0.31％）を発行いたしました。

② 平成29年2月28日、第74回無担保社債7億円（適格機関投資家限定、平成30年8月28
日より半年毎均等償還、償還期限平成36年2月28日、年利率0.30％）を発行いたしまし
た。
③ 平成29年3月31日、第75回無担保社債30億円（三井住友信託銀行株式会社保証付及び
適格機関投資家限定、平成30年9月30日より半年毎均等償還、償還期限平成36年3月29
日、年利率1.07928％）を発行いたしました。
④ 平成29年3月31日、第76回無担保社債20億円（株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行保証付及
び適格機関投資家限定、平成31年3月31日より半年毎均等償還、償還期限平成37年3月
31日、年利率0.25％）を発行いたしました。

⑤ 平成29年4月28日、第77回無担保社債40億円（適格機関投資家限定、平成30年4月30
日より半年毎均等償還、償還期限平成39年4月30日、年利率1.05％）を発行いたしまし
た。
⑥ 平成29年5月31日、第78回無担保社債45億円（適格機関投資家限定、平成30年5月31
日より半年毎均等償還、償還期限平成39年5月31日、年利率1.06％）を発行いたしまし
た。
⑦ 平成29年6月30日、第79回無担保社債14億円（三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社保証付及
び適格機関投資家限定、平成30年12月30日より半年毎均等償還、償還期限平成37年6月
30日、年利率0.33％）を発行いたしました。

⑧ 平成29年7月31日、第80回無担保社債40億円（株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行保証付及
び適格機関投資家限定、平成31年7月31日より半年毎均等償還、償還期限平成37年7月
31日、年利率0.23％）を発行いたしました。

⑨ 平成29年9月29日、第81回無担保社債40億円（三井住友信託銀行株式会社保証付及び
適格機関投資家限定、平成31年3月31日より半年毎均等償還、償還期限平成36年9月30
日、年利率1.18448％）を発行いたしました。
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（5）財産及び損益の状況
（単位：百万円）

区 分 第 105 期
(平成27年1月期)

第 106 期
(平成28年1月期)

第 107 期
(平成29年1月期)

第 108 期
(平成30年1月期)

売 上 高 83,215 85,875 87,761 83,686
営 業 利 益 11,270 12,737 12,589 11,389
経 常 利 益 9,136 10,636 10,771 10,057
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 7,441 4,559 6,635 8,116

1株当たり当期純利益
（単位：円） 39.04 47.84 69.63 85.17

総 資 産 304,484 302,715 303,503 306,676
純 資 産 80,688 86,312 94,602 105,439

　
（注）平成28年8月1日付で普通株式2株を1株にする株式併合を実施しております。第106期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり当期純利益を算定しております。
　
（6）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況
該当事項はございません。

② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当 社 の
出資比率 主 要 な 事 業 内 容

百万円 ％

松 戸 公 産 株 式 会 社 15,202 100 競輪場の賃貸、不動産の売買・仲介・
賃貸及び管理

株式会社東京ドームホテル 100 100 ホテルの運営

株式会社東京ドーム・リゾートオペレーションズ 50 100 ホテルの運営

株式会社東京ドームスポーツ 30 100 スポーツ施設運営受託

上記の重要な子会社4社を含む連結対象子会社は12社であり、持分法適用関連会社は2
社であります。また、特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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（7）主要な事業内容（平成30年1月31日現在）

セグメントの名称 事 業 内 容

東 京 ド ー ム シ テ ィ 東京ドーム、東京ドームホテル、東京ドームシティ アトラクション
ズ、スパ・フィットネス、飲食店・売店等

流 通 化粧品・雑貨小売店「ショップイン」及び「クレームエルージュ」
不 動 産 東京・水道橋地区以外に保有する賃貸等不動産の管理
熱 海 静岡県熱海市に保有する「熱海後楽園ホテル」等
札 幌 北海道札幌市に保有する「東京ドームホテル 札幌」
競 輪 千葉県松戸市に保有する「松戸競輪場」等

そ の 他 スポーツ施設運営受託、保険代理業、OA機器販売代理業、有価証券
の保有・管理、ビデオソフト制作、有線テレビジョン放送等

　
（注）東京ドームホテル 札幌は平成29年4月末をもって営業を終了いたしました。

（8）主要な営業所（平成30年1月31日現在）
① 当社

　

事 業 所 名 所 在 地
東京ドーム 東 京 都 文 京 区
東京ドームシティ アトラクションズ 〃
ラクーア（スパ、ショップ&レストラン、アトラクション、フィットネスクラブ） 〃
ミーツポート（多目的イベントホール、ショップ&レストラン） 〃
後楽園ホールビル（本社、後楽園ホール） 〃
黄色いビル（場外馬券発売所、ボウリング場、スポドリ!、ＴeＮＱ） 〃
プリズムホール（多目的イベントホール） 〃
飲食物販店舗（野球雑貨、小売店、レストラン他） 〃
Gallery AaMo（多目的ギャラリー） 〃
相模原ビル（賃貸商業ビル） 神奈川県相模原市
ショップイン及びクレームエルージュ42店（化粧品・雑貨小売店） 東 京 都 文 京 区 他
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② 子会社
　

会 社 名 事 業 所 名 所 在 地
松戸公産株式会社 本社 千 葉 県 松 戸 市

松戸競輪場 〃
プチモール二ツ木（賃貸商業ビル） 〃
アドホック新宿（賃貸商業ビル） 東 京 都 新 宿 区

株式会社東京ドームホテル 本社 東 京 都 文 京 区
東京ドームホテル 〃

株式会社東京ドーム・リゾートオペレーションズ 本社 東 京 都 文 京 区
熱海後楽園ホテル 静 岡 県 熱 海 市

株式会社東京ドームスポーツ 本社 東 京 都 文 京 区
フィットネスクラブ東京ドーム他 東京都文京区他

　
（9）使用人の状況（平成30年1月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

　

セグメントの名称 使 用 人 数 前期末比増減数
東 京 ド ー ム シ テ ィ 1,106名 50名増
流 通 208名 4名減
不 動 産 5名 1名減
熱 海 228名 15名減
札 幌 ―　 138名減
競 輪 33名 2名増
そ の 他 165名 13名増
全 社 （共 通） 184名 5名減
合 計 1,929名 98名減

　

（注） 使用人数は就業人員であります。
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② 当社の使用人の状況
　

使 用 人 数 前期末比増減数 平 均 年 齢 平均勤続年数
男 性 387名 7名増 43.6歳 15.7年
女 性 453名 13名増 37.8歳 13.0年
合 計
または平均 840名 20名増 40.4歳 14.3年

　

（注） 使用人数は就業人員であります。
　
（10）主要な借入先（平成30年1月31日現在）

借 入 先 借 入 額
百万円

三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 13,584
株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 8,250
農 林 中 央 金 庫 4,875
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 4,616
株 式 会 社 あ お ぞ ら 銀 行 4,102
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2. 株式に関する事項（平成30年1月31日現在）
（1）発行可能株式総数 198,000,000株
（2）発行済株式の総数 95,857,420株（自己株式526,962株を含む）
（3）株主数 20,427名
（4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
千株 ％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 10,821 11.35

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 10,156 10.65
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 4,282 4.49
富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 4,276 4.48
株 式 会 社 竹 中 工 務 店 3,343 3.50
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 1,475 1.54
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 1,412 1.48
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 株 式 会 社 1,313 1.37
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,304 1.36
三 井 住 友 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,278 1.34

（注）持株比率は、自己株式（526,962株）を控除して計算し、小数点第3位以下を切り捨てて表示
しております。

　
3. 新株予約権等に関する事項

該当事項はございません。
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4. 会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等（平成30年1月31日現在）

　

氏 名 地 位 担当ならびに重要な兼職の状況
久 代 信 次

　

取締役会長
執行役員

富士急行株式会社社外取締役
東京都競馬株式会社社外取締役

長 岡 勤
　

代表取締役社長
執行役員

野 村 龍 介
　

代表取締役専務
執行役員

経営本部長
兼秘書室・人事部・教育センター室・熱海後楽園ホテ
ルリニューアルプロジェクトチーム担当

山 住 昭 宏
　

代表取締役専務
執行役員 営業本部長

谷 口 好 幸
　

専務取締役
執行役員

経営本部副本部長
兼安全推進室・審査法務部・広報ＩＲ室担当

西 勝 昭
　

常務取締役
執行役員

マーケティング本部長
兼宣伝広告部・営業推進部担当
兼営業本部東京ドーム部担当

小田切 吉 隆
　

常務取締役
執行役員

管理本部長
兼総務部・財務部・施設部担当

秋 山 智 史
　

　

　

　

取締役
　
　
　
　

富国生命保険相互会社取締役会長
富士急行株式会社社外取締役
株式会社帝国ホテル社外取締役
日清紡ホールディングス株式会社社外取締役
昭和電工株式会社社外取締役

森 信 博 取締役
井 上 義 久 取締役
田 中 雅 昭 常勤監査役
田 中 毅 常勤監査役
堤 淳 一 監査役 弁護士
児 玉 幸 治 監査役

　
一般財団法人機械システム振興協会会長
株式会社よみうりランド社外監査役

（注）1. 取締役秋山智史氏、森 信博氏及び井上義久氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締
役であります。

2. 監査役堤 淳一氏及び児玉幸治氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査役でありま
す。

3. 取締役秋山智史氏、森 信博氏、井上義久氏及び監査役児玉幸治氏につきましては、東京
証券取引所に対し、独立役員として届け出ております。
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4. 監査役堤 淳一氏は、弁護士として企業法務に精通しており、財務及び会計に関する相当
の知見を有するものであります。

5. 監査役児玉幸治氏は、上場企業他社での取締役及び監査役経験を有しており、財務及び会
計に関する相当の知見を有するものであります。

6. 当期中における監査役の異動
退任
監査役野﨑幸雄氏は、平成29年4月27日開催の第107回定時株主総会終結の時をもっ
て、任期満了により退任いたしました。
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（ご参考）マネジメント体制
平成30年4月1日現在

地位 氏名 担当
取 締 役 会 長 久代 信次
代表取締役社長
執 行 役 員

長岡 勤

代表取締役副社長
執 行 役 員

野村 龍介 経営本部長
兼秘書室・人事部・教育センター部・熱海後楽園ホテル
リニューアルプロジェクトチーム担当

代表取締役専務
執 行 役 員

山住 昭宏 営業本部長
兼プロパティ管理部担当

専 務 取 締 役
執 行 役 員

谷口 好幸 経営本部副本部長
兼安全推進室・審査法務部・広報IR室担当

常 務 取 締 役
執 行 役 員

西勝 昭 マーケティング本部長
兼宣伝広告部・営業推進部担当
兼営業本部東京ドーム部担当

常 務 取 締 役
執 行 役 員

小田切 吉隆 管理本部長
兼総務部・財務部・施設部担当

常 務 執 行 役 員 永田 有平 営業本部興行企画部・ホール部・ミーツポート部・ミュ
ージアム部担当
兼興行企画部長

常 務 執 行 役 員 久岡 公一郎 経営本部グループ戦略室・公共施設事業室・新規事業開
発室・IT戦略部担当
兼新規事業開発室長

常 務 執 行 役 員 手島 康彦 営業本部営業環境管理部担当
兼東京ドーム部長

執 行 役 員 岩瀬 敬之 マーケティング本部営業企画部・開発室担当
兼開発室長

執 行 役 員 棟方 史幸 営業本部ラクーア部・アミューズメント部・スポーツレ
ジャー部担当
兼ラクーア部長

執 行 役 員 岡 佳和 営業本部業務部・飲食＆物販部・流通事業部担当
兼業務部長
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（2）取締役及び監査役の報酬等の額
取締役10名 251百万円（うち社外 3 名 17百万円）
監査役 5名 60百万円（うち社外 3 名 12百万円）
（注）1. 平成20年4月25日開催の第98回定時株主総会において、取締役の報酬額を、使用人兼務取

締役の使用人分の給与は含まないものとして年額400百万円以内（うち社外取締役分は年額
30百万円以内）、監査役の報酬額を年額80百万円以内としてご承認をいただいております。

2. 期末人員は、取締役10名、監査役4名であります。支給人員との相違は、監査役1名の退任
によるものであります。

（3）社外役員に関する事項
① 取締役 秋 山 智 史
ア．重要な兼職先と当社との関係
富国生命保険相互会社は、当社の大株主であり、当社との間に資金の借入などの取引
関係があります。
当社と富士急行株式会社、株式会社帝国ホテル、日清紡ホールディングス株式会社及
び昭和電工株式会社との間に重要な取引関係はありません。

イ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はございません。

ウ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会6回の全てに出席し、経験豊富な企業経営者の見地
から発言を適宜行っております。

② 取締役 森 信 博
ア．重要な兼職先と当社との関係
該当事項はございません。

イ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はございません。

ウ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会6回の全てに出席し、経験豊富な企業経営者の見地
から発言を適宜行っております。
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③ 取締役 井 上 義 久
ア．重要な兼職先と当社との関係
該当事項はございません。

イ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はございません。

ウ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会6回の全てに出席し、経験豊富な企業経営者の見地
から発言を適宜行っております。

④ 監査役 堤 淳 一
ア．重要な兼職先と当社との関係
該当事項はございません。

イ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はございません。

ウ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会6回の全て、監査役会7回の全てに出席し、弁護士
として専門的見地から発言を適宜行っております。

⑤ 監査役 児 玉 幸 治
ア．重要な兼職先と当社との関係
当社と一般財団法人機械システム振興協会及び株式会社よみうりランドとの間に重要
な取引関係はありません。

イ．主要取引先等特定関係事業者との関係
該当事項はございません。

ウ．当事業年度における主な活動状況
当事業年度に開催された取締役会6回のうち5回、監査役会7回のうち6回に出席し、
経験豊富な企業経営者の見地から発言を適宜行っております。
　

（4）責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法
第423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当社の社外取締役及び社外監査役は、会社法第423条第1項の責任につき、法令が定め
る最低責任限度額をもって、損害賠償責任の限度としております。
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5. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人
　
（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当社の会計監査人としての報酬等の額

67百万円
（注） 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく

監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額はこれらの合
計額で記載しております。

② 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額
75百万円

（3）会計監査人の報酬等に監査役会が同意した理由
当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」
を踏まえ、監査計画における監査時間及び監査報酬の推移ならびに過年度の監査計画と実
績の状況を確認し、報酬額の見積りの妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等につ
き、会社法第399条第1項の同意を行っております。

（4）非監査業務の内容
該当事項はございません。

（5）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判断した場
合は、会計監査人の解任または不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基
づき、当該議案を株主総会に提出いたします。
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認めら
れた場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が、会計監査人を解任いたします。この
場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会
計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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6. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
当社は、取締役会において、「内部統制システム構築の基本方針」（以下「基本方針」といい
ます）について決議し、この基本方針に基づいて以下のとおり内部統制システムを整備し、運
用しております。
　また、内部統制システムの目的である「取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適
合すること」、「会社の業務の適正性を確保すること」等を確実なものとするため、内部統制シ
ステムの整備・運用状況の評価を実施しております。
（1）当社グループの取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する

ための体制
① コンプライアンス小委員会による、関連規定の適切な策定と運用
当社グループは、コンプライアンスを確実なものとするために「コンプライアンス管理
規定」、「コンプライアンス・プログラム」、「コンプライアンス行動規範」を策定し、コン
プライアンス小委員会がこれらの遵守状況をモニタリングし、改善を図っていくことによ
って取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する体制をとっ
ている。
② 内部通報制度
当社グループは、いわゆる内部通報制度として「スピークアップ制度」を発足させ、役

員や従業員の行動がコンプライアンス行動規範に違反しているかもしれないと考えられる
場合には、相談窓口である法律事務所を通して、監査役及びコンプライアンス小委員会が
連携して対処できる体制を確立し、これによりコンプライアンス違反による信用失墜など
企業価値を損ねる事態の発生を未然に防止している。
　なお、スピークアップ制度を利用した者については、その匿名性を保護し、当該制度の
利用を理由とする不利益処分の禁止等を徹底している。
③ コンプライアンス違反が発生した場合
当社グループは、コンプライアンス違反が発生した場合は、当社監査役会またはコンプ
ライアンス小委員会において原因の追及と再発防止策の策定を行い、責任の所在を明らか
にしている。
④ 取締役の役割
当社の各取締役は取締役会の適切な運営を確保して取締役間の意思疎通を図り、相互に
業務執行を監督するとともに、当社グループ全体に対する実効性のある内部統制システム
の構築、運用・改善を通じ、法令・定款違反行為を未然に防止している。
さらに、経営監督機能を強化するため、独立社外取締役が客観的・中立的立場から経営

に参画している。
⑤ 監査役の役割
当社は監査役会設置会社であり、後述のとおり監査役の監査が実効的に行われることを
確保し、監査役は監査役会の定める監査方針及び分担に従って取締役の職務執行を監査対
象として、法令・定款違反行為を未然に防止している。また、監査役は本基本方針に従っ
て適切な内部統制システムが構築、運用、改善されているかについて監査し、社長あるい
は取締役会に意見を述べなければならない。さらに、監査機能を強化するため、社外監査
役が公正かつ客観的な立場から経営を監視している。
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⑥ 内部監査部門の活用
当社グループでは、内部監査の主管部署である当社審査法務部が、合法性と合理性の観
点から各部署・各社の業務遂行状況を検討・評価し、改善・合理化への助言・提案等も含
めて、その結果を社長、監査役及び被監査部署長・各社社長に報告している。また、審査
法務部は会計監査人と原則年２回の定期的なヒアリングなどを行い、会計監査人との情報
共有と相互連携に努めている。そのほか、より効率的かつ効果的で、当社グループ全体に
亘る監査方法を研究、実施することにより、取締役・使用人の法令・定款違反行為を予防
している。
⑦ 経営の透明性、客観性、公正性の確保
当社は、コーポレート・ガバナンスの観点から、経営者と従業員のコミュニケーショ

ン・ミーティング（名称：「コミュニケーション・ラウンジ」）を定期的に実施すること
（当事業年度においては14回開催）により、経営者と従業員が相互に会社や仕事に対する
理解を深め、風通しがよく、透明性の高い企業風土を醸成している。
　また、当社は、その過半数を独立社外取締役で構成するガバナンス委員会を設置し、取
締役の指名・報酬等について取締役会の諮問に答えることとしており、経営の客観性、公
正性を高めている。

（2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 文書管理
当社グループは、取締役の職務の執行に係る情報・文書に関し、「情報管理規定」にお
いて保管部署、保管方法、保存期間等を定め、適切に保存及び管理している。特に、株主
総会議事録、取締役会議事録、経営会議議事録、稟議書等の重要な文書は永久保存とし
て、いずれも検索性の高い状態で管理している。
② 個人情報保護
当社グループは、「個人情報保護に関するプログラム」「個人番号及び特定個人情報取扱
規定」を策定し、これらに従い当社グループが保有している個人情報の保護に努めてい
る。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年03月28日 13時58分 $FOLDER; 37ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 38 ―

（3）当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① リスク管理規定の制定とリスク管理委員会及び各小員会の設置
当社グループは、リスク管理規定を策定し、1.コンプライアンス違反によるリスク、2.
安全・防災におけるリスク、3.情報管理に関するリスク、4.環境問題に関するリスク、5.
反社会的勢力によるリスク、6.財務報告におけるリスクを当社グループにおける重大なリ
スクとして把握している。
　そして、リスク管理委員会の下にそれぞれのリスクを統制する1.「コンプライアンス小
委員会」、2.「安全・防災小委員会」、3.「情報管理小委員会」、4.「環境対策小委員会」、
5.「民事介入暴力対策小委員会」、6.「財務報告小委員会」を設置して網羅的にリスクを
管理できる体制とした。さらにリスク管理委員会の教育面でのスタッフの役割を担うため
に「教育指導小委員会」を設置し、同小委員会は、リスク管理全般に関する教育活動を企
画、調整、推進する。
　リスク管理委員会は、これら各小委員会の活動状況や、各部署及び各グループ会社にお
けるリスク管理の状況の報告を受けるなどして、当社グループ全体のリスク管理状況をレ
ビューし、その結果を定期的、または必要に応じて取締役会及び監査役に報告して改善を
図り、リスク管理に万全を期している。
なお、当事業年度において、次のとおりリスク管理委員会及び各小委員会を開催した。

リスク管理委員会1回、コンプライアンス小委員会3回、安全・防災小委員会2回、情報管
理小委員会2回、環境対策小委員会1回、財務報告小委員会2回、教育指導小委員会1回
② 危機管理体制の整備
当社グループは、不測の事態（危機）が発生した場合には、当社社長を本部長とする対
策本部を設置して迅速に対応し、損害の拡大を防いでこれを最小限に止める体制を整えて
いる。
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（4）当社グループの取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
ア．経営会議（当事業年度においては34回開催）
当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎とし
て、常勤取締役全員によって構成される「経営会議」を設置し、取締役会に付議すべき事
項の決定ならびに取締役会の決議事項に基づく社長の業務執行に必要な答申を行ってい
る。
イ．執行役員制度（当事業年度においては、執行役員会を22回開催）
当社は、戦略的・機動的な意思決定と業務執行を目指して執行役員制度を導入してい

る。執行役員は、取締役会によって選任され、取締役会の決定に基づき社長が委嘱する担
当職務の執行責任者としての責任と権限を有し、業務を執行する。そして、執行役員全員
によって構成される「執行役員会」において取締役会及び経営会議の決議事項を伝達し、
社長の業務執行に関する情報交換・連絡・調整の円滑化を図っている。なお、現場・現実
に根ざした意思決定と監督を行うために、監督と執行の完全な分離は志向せず、常勤取締
役が執行役員として業務執行を担当するとともに取締役会に参画する体制をとっている。
ウ．業務分掌規定及び職務権限基準（責任事項）規定
当社は、業務分掌規定及び職務権限基準（責任事項）規定等を整備・改善することによ
り、会社経営上重要な事項や業務執行状況を取締役会へ適切に付議・報告するとともに各
部署が業務を適切に分担して、取締役の職務執行が効率的に行われることを確保してい
る。
当事業年度においては、業務分掌規定及び職務権限基準（責任事項）規定の次の各事項
を一部改定した。
　ガバナンス委員会設置、政策保有株式に関する計画の策定、内部統制システムの再整
備、実態追認等
　なお、当事業年度において、事業ユニット会議を４回、東京ドームグループ合同役員会
を１回開催した。
② グループ会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
当社グループは、四半期毎に各種事業ユニット会議を開催し、グループ会社の代表取締
役がこれに出席して、業績報告及び情報交換を行っている。また、当社グループは全グル
ープ会社の代表取締役が一堂に会する東京ドームグループ合同役員会を開催し、グループ
全体の経営上重要な事項の報告及び情報交換を行っている。
当社グループは、以上の適切な情報の共有化により、グループ会社の取締役の職務の執
行が効率的に行われることを確保している。
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（5）当社グループにおける業務の適正を確保するための体制
① 関係会社管理規定の制定とその適正な運用・改善
当社は、当社グループ全体の業務の適正を確保するために、「関係会社管理規定」を制
定し、グループ会社の意思決定のうち、当社の事前承認が必要な経営上重要な事項もしく
は当社への報告を要する事項を取り決め、これによって当社グループにおける業務の適正
を確保している。
② 事業ユニット会議及び東京ドームグループ合同役員会での監視
当社常勤取締役及び常勤監査役は、四半期毎に開催される各種事業ユニット会議に出席
し、各グループ会社から業績などの報告を受けることによって各社の業務の適正性を監視
し、また、東京ドームグループ合同役員会に出席して、グループ全体の経営上重要な事項
の報告を受けることにより、当社グループにおける業務の適正性を監視している。

③ グループ会社管理
グループ会社の自立経営を原則としたうえで、当社グループ戦略室が主管部署として関
係部署と協力しながら、以下の事項についてグループ会社の適切な管理を行っている。

ア．個々のグループ会社の経営状況の把握と、適切な連結経営体制の構築、維持
イ．グループ会社における適切な水準の内部統制システムの整備・運用
ウ．グループ会社の重要なリスクの把握と、これを適切に管理するためのグループ会社統
制

④ グループ会社内部監査
当社グループは、当社グループ戦略室が、同審査法務部とともに、グループ会社に対す
る内部監査業務を遂行している。両部署は、グループ会社業務の遂行状況を合法性と合理
性の観点から検討・評価し、改善・合理化への助言・提案等も含めて、その結果を当社社
長、監査役及び被監査会社社長に報告している。
なお、グループ戦略室及び審査法務部は、当事業年度において2回、内部監査その他モ
ニタリングの結果を社長に報告した。
⑤ 取締役、監査役の派遣
当社は、必要に応じてグループ会社に対し取締役または監査役を派遣しており、当該取
締役は他の取締役と連携して業務の効率化を図るとともに相互に業務執行を監督し、当該
監査役は派遣先会社の監査を行うとともに他の監査役と連携してグループ会社監査の実効
性を高めている。
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（6）監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役からの独立性及び当
該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
当社は、監査役の職務を補助すべき使用人（以下「監査役補助者」という）は置いていない
が、監査役の要請により審査法務部及びグループ戦略室がこれを補佐することとしている。
　なお、監査役の要請により監査役補助者を置く場合は、監査役補助者の任命、解任、人事
異動、評価、賃金等の改定その他については監査役会の意見を聴取するものとし、取締役は
これを尊重することとしている。また、監査役補助者は業務の執行にかかる役職を兼務しな
いこととしている。

（7）当社グループの取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報
告に関する体制
① 当社の取締役及び使用人が監査役に報告するための体制
ア．取締役会等重要な会議への出席

当社は、監査役・監査役会が必要に応じて取締役等に問題提起できるよう、監査役
全員が取締役会に出席するほか、常勤監査役が経営会議、執行役員会、東京ドームグ
ループ合同役員会、事業ユニット会議、リスク管理委員会、その他の重要な会議に出
席する体制をとっている。

イ．重要書類の回付
当社は、常勤監査役に対し稟議書その他の重要書類を回付し、監査役からの要請が
あれば直ちに関係書類・資料等を提出している。

ウ．代表取締役、取締役、執行役員（以下、「代表取締役等」という）からの報告
代表取締役等は、コンプライアンス上問題のある事項、法令・定款に違反するおそ
れのある事項及び当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項等が発生した場合は、
これらを直ちに監査役・監査役会に報告することとしている。また、代表取締役等
は、グループ会社において、コンプライアンス上問題のある事項、法令・定款に違反
するおそれのある事項及び当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項を発見した場
合には、監査役・監査役会に報告することとしている。グループ会社も、当社からの
経営管理、経営指導内容が法令・定款に違反し、その他、コンプライアンス上問題が
あると認めた場合には直ちにこれを監査役・監査役会に報告することとしている。
　以上のほか、監査役はいつでも必要に応じて、代表取締役等及び使用人に対して報
告を求めることができることとしている。

② グループ会社の取締役、監査役、業務を執行する社員及び使用人またはこれらの者から
報告を受けた者が当社の監査役に報告するための体制
基本的に当社の監査役がグループ会社の監査役を兼務しており、当社の取締役及び使用

人が監査役に報告するための体制と同様の体制としている。
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（8）前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利益な取扱いを受けないことを
確保する体制
当社グループは、コンプライアンス行動規範運用規定において、前号により監査役に対し
て報告を行った者に対する不利益な取扱いを禁止する旨を明記している。

（9）監査役の職務の執行について生じる費用の前払または償還の手続きその他の当該職務の執
行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
当社グループは、監査役の職務の執行に際し必要な費用または債務が発生した場合、取締
役及び使用人が会社法第388条に則って監査役の請求に応じることとし、当社既定の手続き
により償還を保証している。

(10）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 取締役による監査役監査の重要性の認識
取締役は、監査役監査基準等を通じて監査役監査の重要性・有用性を十分に認識し、監

査役監査の環境整備に努めている。
② 関係各部署の協力
監査役・監査役会が必要と認めたときは、当社社長と協議のうえ、特定事項について当
社審査法務部あるいは同グループ戦略室に調査を求めることができ、その他同財務部等の
関係各部署に対しても監査への協力を求めることができる体制としている。

③ 会計監査人との連携
株主総会に提出する会計監査人の選任及び解任ならびに不再任に関する議案内容は監査
役会が決定することとしている。また、会計監査人の再任については監査役会にて決議す
ることとしている。
　監査役・監査役会は、会計監査人が把握した内部統制システムの状況、リスク評価及び
監査重点項目等について、情報や意見を交換するなどして緊密な連携を図っており、効率
的な監査を実施している。
なお、当事業年度において、監査役と会計監査人は決算レビュー等の報告聴取6回、意
見交換会2回などを通じて協議した。
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7. 株式会社の支配に関する基本方針
（1）基本方針の内容の概要

当社は、当社グループの財務及び事業の方針の決定を支配する者（会社法施行規則第118
条第3号）とは、当社グループの経営の基本理念及び企業価値とその源泉、ならびに当社グ
ループを支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社グループの企業価値ひ
いては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上させる者でなければならないと考え
ております。
もとより当社は、株式の大規模買付行為であっても、当社の企業価値ひいては株主共同の
利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。また、株式会社である以
上、買収者に対して株式を売却するか否かの判断や、買収者に対して会社の経営を委ねるこ
との是非に関する最終的な判断は、基本的には、株主の皆様のご意思に委ねられるべきもの
と考えております。
しかしながら、株式の大規模買付行為の中には、その目的等が当社グループの企業価値及

び株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのあるもの、当社取締役会や株主の
皆様に対して当該大規模買付行為に係る提案内容や代替案等を検討するための十分な時間や
情報を与えないもの、株主の皆様に当社株式の売却を事実上強要するおそれがあるものな
ど、当社グループの企業価値及び株主共同の利益に適わないものも想定されます。
当社としては、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのあ
る大規模買付者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者としては不適切であると
考えます。
そのため、当社取締役会は、大規模買付行為が行われる場合には、
① 株主の皆様から適切なご判断をいただくために、適時、適切に適用ある法令等及び金融
商品取引所規則に従って、大規模買付者から提供された大規模買付に関する情報、当社取
締役会の大規模買付情報に対する評価、検討結果、意見、代替案及び大規模買付者との交
渉内容、その他、株主及び投資家の皆様の判断に有益な情報等を開示すること、

② 株主の皆様が当該大規模買付行為に賛同されるか否かについて、十分な時間をかけて検
討し、その判断を株主総会という株式会社の基本的な意思決定の場において表明する機会
を確保すること、
が、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を守るために重要であり、株主の皆様から経
営の負託を受けた当社取締役会の責務であると考えております。
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（2）当社グループの企業価値の源泉について
① プロ野球の発展とともに
当社は、昭和11年12月25日に設立され、翌12年9月にはプロ野球専用球場として「後
楽園球場」を東京・水道橋に完成し、事業の第一歩を記しました。その後、野球が国民的
スポーツとして隆盛を誇る中、当社は、読売巨人軍と日本ハムファイターズの本拠地であ
る「後楽園球場」の設備を充実し、野球観戦のお客様へのサービス向上に心がけてまいり
ました。そして、昭和63年には我が国初の屋根付き球場である「東京ドーム」を完成し、
野球観戦を一層快適な娯楽にするなど、野球をさらなる発展に導く一端を担わせていただ
いております。
② 東京ドームシティの開発
当社は昭和30年に東京・水道橋に「後楽園ゆうえんち」を開業いたしました。ジェッ
トコースターなど当時最新の遊戯機器を導入した「後楽園ゆうえんち」は以後、「東京ド
ームシティ アトラクションズ」と名称を変えた現在まで、常に最新のアトラクションを
導入し、大勢のお客様にご利用いただいております。さらに、40年以上に及ぶ「ヒーロ
ーショー」や、夜の遊園地営業の先駆けとなった「ルナ・パーク」のような多彩な催事を
開催し、我が国随一の都市型遊園地として、お客様へ夢と楽しみを提供しております。
平成12年には都内屈指の客室数を誇る「東京ドームホテル」を開業し、さらに、平成
15年に開業した「ラクーア」は、都心の温泉ブームの火付け役となりました。また、平
成20年には、多目的ホール・飲食・緑を融合した新施設「ミーツポート」を開場いたし
ました。
当社グループは、本社地区（東京・水道橋）一帯を「東京ドームシティ」と名付け、上

記のように、限られた経営資源を集中的に投入して一層有効に活用し、各種のレジャーを
集約して相乗効果を発揮させることを目指してまいりました。お蔭をもちまして「東京ド
ームシティ」は今や日本のランドマークの一つに発展いたしました。当社は今後も「東京
ドームシティ」の開発に尽力し、多彩な経営施策の展開により、レジャー産業のリーディ
ング・カンパニーとして、「豊かな社会」の実現に貢献することを目指してまいります。

③ 憩いの空間…ホテル事業等
当社グループは、ホテル事業を通じてお客様に「憩い」をコンセプトとするサービスを
提供しております。
前述の「東京ドームホテル」に加え、平成27年に開業50周年を迎えた「熱海後楽園ホ
テル」は、その立地と伝統に支えられるとともに、絶え間なく設備の更新を行うことによ
り、お客様にご好評をいただいております。平成31年春には新たな宿泊施設と日帰り需
要をターゲットとした施設を開業し、上質なくつろぎを提供する「エクセレンシィ フロ
ア」を備えたタワー館とともに、旅行者の様々なニーズと期待にお応えする複合型リゾー
ト施設を目指してまいります。
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④ エキサイティング空間の創造
当社グループは「エキサイティング」な空間のプロデュースを行っております。
ボクシングやプロレスリングなどの格闘技イベントが多数開催される「後楽園ホール」
では、これまでに幾つもの伝説的な名勝負が行われ、今や「格闘技の聖地」として広く認
知されております。また、日本中央競馬会の場外発売所として日本最大の「ウインズ後楽
園」、及び南関東公営4競馬の場外発売所である「オフト後楽園」、また、平成16年に完全
子会社となった松戸公産株式会社所有の「松戸競輪場」には、多くのお客様にご来場いた
だいております。
⑤ 文化の創造・発展への寄与
「東京ドーム」では、国内外の有名アーティストによるコンサートが多数開催されてお
ります。また、「テーブルウェア・フェスティバル」、「東京国際キルトフェスティバル」、
「ふるさと祭り東京」などの自主イベントを企画・開催し、ご好評をいただいております。
当社グループは、これら数々の催事を通じて、多くのお客様に洗練されたエンタテインメ
ントを提供し、文化の創造、発展に寄与してきたものと自負しております。

⑥ 安全対策と公共的使命
「東京ドームシティ」を訪れるお客様は現在、年間3,000万人を超えております。ご来
場されたお客様の安全の維持は、企業価値の維持、向上のために不可欠であります。当社
は、長年培ったノウハウならびに細心の注意を払うことにより、安全の維持に努めており
ます。
また、「東京ドームシティ」は、「東京都震災対策条例」に基づき、東京都から、大地震
に伴う大規模な市街地火災等に際し、住民が避難するための「広域避難場所」に指定され
ております。当社はこうした公共的な役割を担っていることを認識し、平時の安全維持の
ノウハウを、災害等の非常時に活かし、市民の安全確保に寄与する所存であります。
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⑦ 開発に対する規制と長期計画の必要性
「東京ドームシティ」はそのほぼ全域が、都市計画法に基づき東京都より都市計画公園

区域に指定されております。
そのため、指定区域内の建造物、施設及び事業内容は東京都の許認可事項とされており

ます。建造物等の建築にあたりましては、施設の種類、施設の建築面積（建蔽率）、緑化
面積の確保などの規制（制限）を受けております。
この様な法令等の制限のもとで、当社グループの中心である「東京ドームシティ」がさ
らに発展していくためには、長年にわたり築いてまいりました行政との信頼関係のもと
に、常に適切な先行投資が必要であります。
加えて、この投資が一定の時間差をおいて収益化され、企業価値の増大に結びつくとい
う性格を内在していることから、当社の経営にとっては継続性を重視した長期の投資計画
や開発計画が不可欠であり、企画・開発体制の充実化を図っております。

⑧ まとめ…レジャー産業のリーディング・カンパニー
当社グループは、「人とひととのふれあいを通してお客様と『感動』を共有し、豊かな
社会の実現に貢献する」ことを企業目的としております。当社グループの企業価値はいず
れも、長年にわたり築き上げてきたノウハウと信頼、それに基づく様々なステークホルダ
ーとの良好かつ密接な関係がその源泉となって形成されております。
加えて当社の企業価値を維持・向上させるためには、当社がレジャー産業のリーディン
グ・カンパニーであり続けるとともに、「東京ドームシティ」が、文化の創造、発信基地
であり続ける必要があります。
そこで、当社グループの企業価値の源泉を守り、ひいては株主共同の利益を守るために
は、経営の継続性が求められ、長期的な展望に立ち、行政と協議しつつ、安全や防災の観
点から継続性のある経営施策を講ずることが不可欠であります。
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（3）基本方針の実現に資する特別な取り組み
① 中期経営計画
当社グループは、平成28年2月から平成33年1月までの5ヶ年を対象期間とする中期経

営計画を策定いたしました。中心となる軸をしっかりと保ちながら、従来のものとは異な
るやり方や工夫に取り組み、次世代に向けたグループの新たな価値創造を目指すことと
し、新計画は「新機軸」～次世代の価値創造に向けて～と名付けました。「新機軸」にお
いては、次の4つの経営目標の達成を目指します。

　ア．「平成33年1月期の連結営業利益130億円」
　イ．「平成33年1月期の連結有利子負債残高1,390億円」
　ウ．「平成33年1月期の連結ROA（総資産経常利益率）4%、

連結ROE（自己資本利益率）6％」
エ．「一株当たり12円の配当に加え、連結当期純利益60億円を超える部分の

EPS（一株当たり利益）×30％分の配当を業績に応じて実施」
　
当社は、この計画を着実に達成することが、当社の企業価値の源泉を守り、ひいては株主共
同の利益の安定的かつ継続的な維持・向上につながるものと考えております。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年03月28日 13時58分 $FOLDER; 47ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 48 ―

② コーポレート・ガバナンス（企業統治）の整備
当社では、コーポレート・ガバナンスの充実により、企業グループ全体の経営の透明

性、健全性、効率性を高めていくことが持続的な企業価値向上のために不可欠であり、重
要な経営課題ととらえております。
当社は基本的な仕組みとして監査役制度を採用することにより、取締役会による業務執
行の監督と監査役会による監査を中心とした経営監視の体制を構築しております。平成
14年4月から取締役数の削減と執行役員制度の導入により、戦略的・機動的な意思決定と
業務執行を図ってまいりました。また、経営の透明性、健全性を確保するため、社外取締
役を3名、社外監査役を2名選任しております。
当社グループでは、従前、コンプライアンス委員会とリスク管理委員会を構築しており
ましたが、平成28年7月開催の取締役会において「内部統制システム構築の基本方針」の
一部改定を決議し、リスク管理委員会にコンプライアンス委員会を吸収して、一本化を図
りました。これにより、従前にも増して、的確で効果的、機動性に優れた内部統制を実現
できるものと確信しております。
さらに、取締役の経営責任を一層明確化し、経営環境の変化に対応できる経営体制の構

築を図るため、取締役の任期を2年から1年に短縮する議案を平成20年4月25日開催の第
98回定時株主総会に上程し、ご承認いただきました。
また、取締役会の諮問機関として独立社外取締役を多数構成とする「ガバナンス委員

会」を設置し、取締役等の人事及び報酬等についての審議ならびに取締役会への答申を行
うことで、経営の透明性・客観性の高い適切な監督を図っております。

　
当社は、上記の基本方針の趣旨に則り、当社株式の大量買付行為を行おうとする者に対して
適切な情報の開示を求め、当社の判断・意見とともに公表する等、株主及び投資家の皆様が適
切な判断を行うための情報と時間の確保に努めるとともに、必要に応じて会社法その他関係法
令の定めに従い適切な対応をしてまいります。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成30年1月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 26,961 流 動 負 債 59,473
現 金 及 び 預 金 19,025 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 953
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,042 1 年 内 償 還 予 定 の 社 債 13,895
有 価 証 券 150 短 期 借 入 金 24,239
た な 卸 資 産 1,259 未 払 法 人 税 等 1,154
繰 延 税 金 資 産 1,836 賞 与 引 当 金 303
そ の 他 1,647 役 員 賞 与 引 当 金 43
貸 倒 引 当 金 △0 ポ イ ン ト 引 当 金 261
固 定 資 産 277,824 商 品 券 等 引 換 引 当 金 2
（有 形 固 定 資 産） 236,176 そ の 他 18,621
建 物 及 び 構 築 物 83,708 固 定 負 債 141,763
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 2,316 社 債 54,385
土 地 143,703 長 期 借 入 金 47,992
建 設 仮 勘 定 2,489 受 入 保 証 金 2,735
そ の 他 3,958 繰 延 税 金 負 債 4,591

（無 形 固 定 資 産） 1,315 再評価に係る繰延税金負債 26,429
借 地 権 425 退 職 給 付 に 係 る 負 債 3,770
ソ フ ト ウ エ ア 744 執行役員退職慰労引当金 156
そ の 他 145 固定資産除却等損失引当金 149

（投資その他の資産） 40,331 そ の 他 1,551
投 資 有 価 証 券 37,488 負 債 合 計 201,237
長 期 貸 付 金 91 純 資 産 の 部
退 職 給 付 に 係 る 資 産 1,022 株 主 資 本 34,850
繰 延 税 金 資 産 88 資 本 金 2,038
そ の 他 1,777 資 本 剰 余 金 777
貸 倒 引 当 金 △137 利 益 剰 余 金 32,525
繰 延 資 産 1,891 自 己 株 式 △490
社 債 発 行 費 1,891 その他の包括利益累計額 70,588

その他有価証券評価差額金 14,650
土 地 再 評 価 差 額 金 55,286
退職給付に係る調整累計額 652
純 資 産 合 計 105,439

資 産 合 計 306,676 負 債 純 資 産 合 計 306,676
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連 結 損 益 計 算 書

（自 平成
至 平成

29
30
年
年
２
１
月
月
１
31
日
日）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 83,686
売 上 原 価 66,478
売 上 総 利 益 17,208
一 般 管 理 費 5,819
営 業 利 益 11,389
営 業 外 収 益
受 取 利 息 5
受 取 配 当 金 559
そ の 他 84 649
営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,249
社 債 発 行 費 償 却 512
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 68
そ の 他 150 1,981
経 常 利 益 10,057
特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 25
投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,588
受 取 補 償 金 503
補 助 金 収 入 303
そ の 他 56 2,477
特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 15
固 定 資 産 除 却 損 523
解 体 撤 去 費 576
減 損 損 失 3
そ の 他 66 1,185
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 11,349
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,468
法 人 税 等 調 整 額 1,764 3,232
当 期 純 利 益 8,116
親会社株主に帰属する当期純利益 8,116
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連結株主資本等変動計算書

（自 平成
至 平成

29
30
年
年
２
１
月
月
１
31
日
日）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 2,038 777 25,621 △488 27,949
会計方針の変更による累積的影響額 　 　 121 　 121

会計方針の変更を反映した当期首残高 2,038 777 25,743 △488 28,071
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 △1,334 　 △1,334
親会社株主に帰属する当期純利益 　 　 8,116 　 8,116
自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 △1 △1
自 己 株 式 の 処 分 　 0 　 0 0
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 　 　 　 　 　
当 期 変 動 額 合 計 － 0 6,781 △1 6,779
当 期 末 残 高 2,038 777 32,525 △490 34,850

その他の包括利益累計額
純 資 産 合 計その他有価証券

評 価 差 額 金 土地再評価差額金 退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括
利益累計額合計

当 期 首 残 高 11,397 55,286 △29 66,653 94,602
会計方針の変更による累積的影響額 　 　 　 　 121

会計方針の変更を反映した当期首残高 11,397 55,286 △29 66,653 94,724
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 　 　 △1,334
親会社株主に帰属する当期純利益 　 　 　 　 8,116
自 己 株 式 の 取 得 　 　 　 　 △1
自 己 株 式 の 処 分 　 　 　 　 0
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,253 － 682 3,935 3,935
当 期 変 動 額 合 計 3,253 － 682 3,935 10,715
当 期 末 残 高 14,650 55,286 652 70,588 105,439
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貸 借 対 照 表
（平成30年1月31日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産 20,068 流 動 負 債 57,067
現 金 及 び 預 金 13,386 買 掛 金 786
売 掛 金 1,607 1 年 内 償 還 予 定 の 社 債 13,895
商 品 1,031 1年内返済予定の長期借入金 24,239
貯 蔵 品 58 リ ー ス 債 務 115
前 払 費 用 441 未 払 金 3,560
差 入 保 証 金 67 未 払 費 用 710
繰 延 税 金 資 産 1,646 未 払 法 人 税 等 959
そ の 他 1,829 前 受 金 1,289

固 定 資 産 289,379 預 り 金 867
（有 形 固 定 資 産） 213,594 年 間 シ ー ト 予 約 仮 受 金 9,274
建 物 73,379 賞 与 引 当 金 204
構 築 物 2,426 役 員 賞 与 引 当 金 43
機 械 及 び 装 置 1,834 ポ イ ン ト 引 当 金 254
車 両 運 搬 具 3 商 品 券 等 引 換 引 当 金 2
工 具、 器 具 及 び 備 品 2,904 資 産 除 去 債 務 5
土 地 130,199 そ の 他 859
リ ー ス 資 産 357 固 定 負 債 153,174
建 設 仮 勘 定 2,488 社 債 54,385

（無 形 固 定 資 産） 1,133 長 期 借 入 金 47,842
借 地 権 417 関 係 会 社 長 期 借 入 金 15,180
ソ フ ト ウ エ ア 694 リ ー ス 債 務 259
そ の 他 21 受 入 保 証 金 1,634

（投 資 そ の 他 の 資 産） 74,651 繰 延 税 金 負 債 3,992
投 資 有 価 証 券 33,649 再 評価に係る繰延税金負債 25,065
関 係 会 社 株 式 37,285 資 産 除 去 債 務 106
長 期 貸 付 金 0 退 職 給 付 引 当 金 3,368
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 34,689 執 行 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 156
長 期 前 払 費 用 125 固 定資産除却等損失引当金 149
差 入 保 証 金 1,035 そ の 他 1,032
そ の 他 549 負 債 合 計 210,242
貸 倒 引 当 金 △32,682 純 資 産 の 部

繰 延 資 産 1,891 株 主 資 本 30,760
社 債 発 行 費 1,891 資 本 金 2,038

資 本 剰 余 金 0
そ の 他 資 本 剰 余 金 0

利 益 剰 余 金 29,184
利 益 準 備 金 509
そ の 他 利 益 剰 余 金 28,675
繰 越 利 益 剰 余 金 28,675

自 己 株 式 △463
評 価 ・ 換 算 差 額 等 70,335
その他有価証券評価差額金 13,685
土 地 再 評 価 差 額 金 56,650
純 資 産 合 計 101,096

資 産 合 計 311,338 負 債 純 資 産 合 計 311,338
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損 益 計 算 書

（自 平成
至 平成

29
30
年
年
２
１
月
月
１
31
日
日）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 61,369
売 上 原 価 46,169
売 上 総 利 益 15,199
一 般 管 理 費 4,236
営 業 利 益 10,962
営 業 外 収 益
受 取 利 息 85
受 取 配 当 金 665
そ の 他 96 847

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,399
社 債 発 行 費 償 却 512
そ の 他 140 2,053
経 常 利 益 9,757
特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 0
投 資 有 価 証 券 売 却 益 1,578
補 助 金 収 入 302
関 係 会社事業損失引当金戻入額 217
そ の 他 13 2,112

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 15
固 定 資 産 除 却 損 468
解 体 撤 去 費 537
減 損 損 失 3
関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 129
そ の 他 35 1,190
税 引 前 当 期 純 利 益 10,679
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,105
法 人 税 等 調 整 額 1,837 2,943
当 期 純 利 益 7,735
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株主資本等変動計算書

（自 平成
至 平成

29
30
年
年
２
１
月
月
１
31
日
日）

（単位：百万円）
　

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計そ の 他

資本剰余金 利益準備金

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,038 0 509 22,152 22,662 △461 24,239
会計方針の変更による累積的影響額 　 　 　 121 121 　 121

会計方針の変更を反映した当期首残高 2,038 0 509 22,274 22,783 △461 24,361
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 　 △1,334 △1,334 　 △1,334
当 期 純 利 益 　 　 　 7,735 7,735 　 7,735
自己株式の取得 　 　 　 　 　 △1 △1
自己株式の処分 　 0 　 　 　 0 0
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 　 　 　 　 　 　 　
当 期 変 動 額 合 計 － 0 － 6,401 6,401 △1 6,399
当 期 末 残 高 2,038 0 509 28,675 29,184 △463 30,760

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
土地再評価
差 額 金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 10,652 56,650 67,303 91,542
会計方針の変更による累積的影響額 　 　 　 121

会計方針の変更を反映した当期首残高 10,652 56,650 67,303 91,664
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 　 　 　 △1,334
当 期 純 利 益 　 　 　 7,735
自己株式の取得 　 　 　 △1
自己株式の処分 　 　 　 0
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 3,032 － 3,032 3,032
当 期 変 動 額 合 計 3,032 － 3,032 9,431
当 期 末 残 高 13,685 56,650 70,335 101,096
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会計監査人の連結計算書類に係る監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
平成30年3月16日

株式会社 東京ドーム
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 山 田 治 彦 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 野 尻 健 一 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社東京ドームの平成29年2月1日から平
成30年1月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連
結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて
合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。
監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのもので
はないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、
連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会
計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の
表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、株式会社東京ドーム及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及
び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以 上
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会計監査人監査報告書 謄本
　

独立監査人の監査報告書
平成30年3月16日

株式会社 東京ドーム
　取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 山 田 治 彦 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 野 尻 健 一 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社東京ドームの平成29年2月1日か
ら平成30年1月31日までの第108期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資
本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及び
その附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及
び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明
細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監
査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施
することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性につ
いて意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切
な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。
また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの
評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての
重要な点において適正に表示しているものと認める。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以 上
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監査役会監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書
当監査役会は、平成29年2月1日から平成30年1月31日までの第108期事業年度の取締役の職務の執行に関
して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた
します。
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告
を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、執行役員、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に
努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役、執行役員及び使用人等からその職務の執行状況につい
て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所におい
て業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応
じて子会社から事業の報告を受けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会
社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決
議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役、執行役員及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。
③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについ
ては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会
計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号
に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整
備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
　（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システ
ムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ
ん。
④事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条
第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものでは
なく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

　（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
　（3）連結計算書類の監査結果
　 会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　
平成30年3月20日

株式会社 東京ドーム 監査役会
常勤監査役 田 中 雅 昭 ㊞
常勤監査役 田 中 毅 ㊞
社外監査役 堤 淳 一 ㊞
社外監査役 児 玉 幸 治 ㊞

　

以 上
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〈メ モ 欄〉
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第108回定時株主総会会場ご案内図
　

　

株式会社 東 京 ド ー ム
　

〒112-8575 東京都文京区後楽1丁目3番61号
TEL 03（3811）2111（代表）

都営地下鉄 都営地下鉄
大江戸線 春日駅 三田線 春日駅

東京メトロ
丸ノ内線 後楽園駅 南北線

←都庁前 上野御徒町→

東京→

ＬａＱｕａ(ラクーア)

東京ドームシティ
アトラクションズ
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アトラクションズ

白
山
通
り

↑
巣
鴨

神
保
町
↓

御茶ノ水→

ＪＲ 水道橋駅
←新宿

黄色いビル

後楽園ホールビル

神田川

外堀通り

←池袋

ＭＥＥＴＳ  ＰＯＲＴ

東京ドーム

６番
出口

２番
出口

Ａ２
出口

西口 東口

東京ドームホテル

２Ｆへ １Ｆロビーへ
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下
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線 

水
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駅

　
会 場 東京都文京区後楽1丁目3番61号

東京ドームホテル 地下1階 大宴会場「天空」
　

　
最寄りの各駅
●ＪＲ中央線・総武線 水道橋駅東口より徒歩2分

水道橋駅西口より徒歩1分
●都営地下鉄三田線 水道橋駅A2出口より徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線 春日駅6番出口より徒歩6分
●東京メトロ丸ノ内線・南北線 後楽園駅2番出口より徒歩5分
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